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 ぼくのぱぱは、ケイサツカンです。きどうたいのときは、山やうみ、川でいなくなった

人をたすけていました。山にのぼったり、みずにもぐったり、かべをのぼったりまいにち

たくさんれんしゅうしていました。そして、いまはパトカーにのってわるい人をたいほし

ます。こうばんで、こまっている人がくるとたすけます。ぱぱは、ケンジュウのせんしゅ

です。あてるのがとくいです。やすみの日もまいにちケンジュウのれんしゅうにいってい

ます。ぼくのぱぱは、やさしくてつよいです。 

 ぱぱはいつも「つかれた。ねむい。」といいます。ぱぱは、こうばんにとまります。ぼく

がねているときも、ねないでしごとをしています。だから、いえではいつもねています。 

 ぱぱがおきているときは、たたかいごっこをしてくれます。ならいごとのすいぐんだい

ことからてでは、いっしょにならいにいっています。いえで、たいこのたたきかたをおし

えてくれます。からてのかたもおしえてくれます。ぱぱは、ぼくのせんせいになります。 

 やすみのときは、かぞく六人ででかけます。ぼくは、でかけるのがすきです。でかけて

いるとぱぱのケータイがなります。よびだしです。あそんでいても、ごはんをたべていて

もおしまいにします。よびだしがはいると、なきそうになります。でも、だれかをたすけ

にいっていることは、すごいとおもいます。 

 ぱぱはがんばってつかれたからバイクじこにあいました。あたまのしゅじゅつを二かい

して、くすりもたくさんのみました。ぱぱがすごくいたそうだったからしんぱいでした。 

 ぱぱはケイサツカンのしごとをがんばって、カッコイイです。たいことからてのせんせ

いになっておしえてくれて、すごいです。つかれていてもあそんでくれて、やさしいです。 

 ぱぱは、ぼくのヒーローです。がんばりすぎないでね、ぱぱ。いつも、ありがとう。 

 

 

 

 

 

 


